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１ 公共サイン計画策定にあたって 

1 

公共サイン計画策定にあたって 

１．計画策定の背景と目的等 

公共サインに関する国の動きとしては、平成１２年１１月に「高齢者、身体障害者等の公

共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律（交通バリアフリー法）」が施行しま

したが、一体的・総合的なバリアフリー施策を推進するため、平成１８年１２月にハートビ

ル法と交通バリアフリー法を統合・拡充した「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

関する法律（バリアフリー新法）」が施行されました。 

これを受けて、平成１９年７月に「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガ

イドライン（バリアフリー整備ガイドライン 旅客施設編）」等が策定されました。 

 

那須烏山市は、平成１７年１０月には旧南那須町と旧烏山町が合併し、八溝山系の緑深い

森林、那珂川・荒川の清流、美しい田園や里山などの豊かな自然環境、東山道跡、山あげ祭、

烏山和紙などの伝統・歴史・文化を持つ都市です。 

合併前に設置した公共サインは、旧町が独自に設置・管理していたため、表示情報やデザ

インが不統一なサインが混在している状況です。 

一方、２０１６年１１月のユネスコに烏山の山あげ行事登録（予定）や、２０２０年（平

成３２年）の東京オリンピック、２０２２年（平成３４年）の栃木県での国民体育大会開催

に伴う外国人も含めた観光客の増加を見据えて、だれにでもわかりやすい公共サイン整備の

重要性が高まっています。 

 

このような状況を踏まえて、豊かな自然景観や歴史・文化的景観に配慮した、統一的な公

共サインの整備を推進するため、公共サインの整備に係る基本的な考え方を定めます。 

 

【計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【国】 

・観光活性化標識ガイドライン 

・  

・  

 等

【栃木県】 

・栃木県外国語案内標識等整備指針 

・栃木県屋外広告物条例 

・栃木県景観条例 等 

【国】 

移動等円滑化の促進に関する基本方針 

那 須 烏 山 市 

公共サイン計画 

<個別計画> 

・都市計画  

・障がい者福祉計画 

・観光振興ビジョン 

・公共交通再編整備計画 

等 

那須烏山市総合計画 

１ 
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２．計画の適用範囲 

（1）公共サインの定義 

公共サインとは、人々にまちの地理、方向や施設の位置等の情報を提供する媒体として

の標識、地図、案内誘導板等の総称であり、公的機関が設置するものとされています。 

【公共サインの種類】 

案内サイン 

地図を用いて、一定範囲

における施設の位置を表

示するためのサイン 

 

誘導サイン 

名称、矢印、ピクトグラ

ム、距離などを用いて、

目標とする場所へ誘導す

るためのサイン 

 

記名サイン 

名称やピクトグラムなど

を用いて、施設の名称を

表示するためのサイン 

 

説明サイン 

施設や地域資源の内容な

どを説明するためのサイ

ン 

 

規制サイン 

特定の場所での規制や警

戒等の注意を喚起するた

めのサイン 
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（2）サインの利用対象者 

那須烏山市への来訪者や地域住民を対象とします。特に障がい者、高齢者及び外国人等

に配慮します。 

 

（3）サインの適用範囲 

公共サインの新設、改修及び増設等を行う場合に適用します。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

那須烏山市が道路及び道路に面する場所に設置する以下のサインに適用します。 

・歩行者向けの案内、誘導及び記名サイン 

・文化財及び公共施設に地域の歴史や特徴等を紹介する説明サイン 

・沿道に掲出する車両誘導及び記名サイン 

・交通事業者が旅客施設内に設置する案内及び誘導サイン 

・公園管理者が公園内に設置するサイン 

・公共施設の管理者が敷地内に設置するサイン 

・上記以外で公共団体が設置するサイン 

・道路管理者が設置する道路標識設置基準に規定された標識 

・避難場所、住居表示などの独自のシステムで設置するサイン 

・他の法令等により設置基準が定められているサイン 

適用とするもの 

適用を促すもの 

適用を除外するもの 
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現状及び課題の整理 

１．公共サインの設置状況 

（1）案内サイン 

主な案内サインとしては、那須烏山

市の主要な交通結節点であるＪＲ烏山

駅及び大金駅前に市域全域を示す案内

板が設置されています。板面の基本デ

ザインは同様であり、写真、イラスト

やピクトグラムを活用しています。 

その他の案内板として、「那珂川国民

休養地」のほか、「塩那台地総合開発整

備事業」の案内板が設置されており、

イラストや写真を多用した案内をして

います。 

 

 

 

  

２ 

➊ 那須烏山市案内板（ＪＲ烏山駅前） ➋ 那須烏山市案内板（ＪＲ大金駅前） 

➌ 那珂川国民休養地（小木須） ➍ 塩那台地総合開発整備事業（中山） 

➊ 
➋ 

➍ 

➌ 
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（2）誘導サイン 

主な誘導サインとしては、那須烏山

市の主要な道路である国道 294 号や主

要地方道宇都宮那須烏山線等から市内

に入った場所に、市内の主要な観光資

源への誘導サインが設置されています。

板面の基本デザインは、合併前の地域

により異なっています。 

個別施設の誘導サインも上記と同様

に、合併前の地域により異なっていま

す。 

 

 

 

  

➊ 山あげ会館、龍門の滝等（向田） ➋ 田野倉大金商店街等（田野倉） 

➌ 大桶運動公園（大桶） ➍ 那須烏山市緑地運動公園（南大和久） 

➌ 

➋ 

➍ 

➊ 
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（3）記名サイン 

主な記名サインとしては、那須烏山

市の境界部に設置されている市名を表

示した記名サインのほか、市役所等の

主要な施設の入り口や通り名を示す記

名サインが設置されています。市名表

示の記名サインは、市章や外国語表記

の有無等、表示内容は設置場所により

異なっています。 

 

 

 

  

➌ 

➋ 

➍ 

➊ 

➊ 那須烏山市（八ヶ代） ➋ 那須烏山市（大桶） 

➌ 山あげ会館（金井） ➍ 三万石通り（金井） 
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（4）その他のサイン 

その他のサインとしては、施設や地

域資源の内容などを説明するためのサ

イン、特定の場所での規制や警戒等の

注意を喚起するためのサインが設置さ

れています。これらのサインの一部は、

老朽化や板面の汚れ等により文字の判

読が困難なサインもあります。 

 

 

 

 

 

  

➌ ➋ 

➍ 
➊ 

➊ 烏山防空監視哨（中央） 

➌ せせらぎの里公園（大沢） 

➋ 烏山城跡（中央） 

➍ 清水川せせらぎ公園（金井） 
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２．課題の整理 

（1）公共サインの形状、色彩及び設置個所等について 

・平成 17 年 10 月 1日の合併に伴い、以前に設置されていた公共サインの多くが板面の一

部修正により対応していたため、設置者、設置時期によりデザインや素材等の統一感が

不足しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・視野に入りにくい場所への設置や他のものにより隠されているなど、設置個所について

配慮が不足している部分があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）公共サインの表示方法及び情報量等について 

・公共サイン板面の文字サイズ・字体や配色による情報の可読性、板面の汚れや破損によ

る表示の視認性等に対する配慮、多言語表記による外国人への配慮等が不足している部

分があります。 

 

  

【旧町時に設置された誘導サイン（左：烏山地区、右：南那須地区）】 

【多言語表記が不十分な案内サイン（左：烏山駅前、右：大金駅前）】 

【樹木により隠され認識しにくい誘導サイン（左：車両系、右：歩行者系）】 



２ 現状及び課題の整理 

9 

（3）公共サインの不足や他情報媒体との連携不足について 

・公共サインが必要な場所に設置されていないため、来訪者にとってわかり難い場所があ

ります。特に烏山市街地及び周辺において、本市の主要な観光資源である山あげ会館や

和紙会館へは関東ふれあいの道（環境省・栃木県）の歩行者系の誘導案内が設置されて

いますが、石造り倉庫群や境橋等の近代化遺産への歩行者系の誘導案内が不足していま

す。 

・公共サインのほかに、観光パンフレットや市内の観光資源を紹介するＨＰ等が作成され

ていますが、連携が上手く図られていない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）公共サインの適切な維持・管理等について 

・公共サインの維持・管理方法が確立されて

いないため、老朽化や破損等により十分に

機能していないサインとともに、旧町時の

名称やマークの更新が実施されていない

サインが一部にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【板面の色あせ等により判読が困難な説明サイン】 

【旧町時のＣＩ等が表示された誘導サイン】 【日本語と英語表記が異なる誘導サイン】 

【まちなか観光パンフレット】 【歩行者系誘導サイン（関東ふれあいの道）】 
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公共サイン整備計画 

１．整備の基本方針 

公共サインの役割や市内の整備状況の課題を踏まえ、整備の基本方針を次のように設定し

ます。 

 

 

 

それぞれのサインの役割に応じて、障がい者、高齢者、子どもや外国人等も含めた、

すべての利用者が見やすく、わかりやすいサイン整備を目指します。 

 

 

 

 

表示方法や内容など一定の条件を整理し、統一感のあるサイン整備により、目的地ま

での効率的な誘導案内を目指します。また、自然や歴史・文化等の地域特性を活かした

「那須烏山市らしさ」を感じられるデザインを検討します。 

 

 

 

 

まちなか観光まっぷや観光協会ＨＰ等の他情報媒体と効果的に連携したサイン整備に

より、本市での観光行動の活性化を図ります。 

 

 

 

 

維持管理の仕組みを確立することにより、正確な情報の更新や見やすさ・わかりやす

さ等の適切な維持管理を目指します。 

 

 

  

３ 

誰 も が 利 用 し や す い サ イ ン  

連 続 性 や 統 一 感 の あ る 那 須 烏 山 市 に ふ さ わ し い サ イ ン  

他 情 報 媒 体 と の 効 果 的 に 連 携 し た サ イ ン  

適 切 に 維 持 管 理 さ れ た サ イ ン  

基本方針１ 

基本方針２

基本方針３ 

基本方針４ 
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確認誘導 

≪必要な誘導経路上等≫ 

施設誘導の確認 

２．公共サインシステムについて 

（1）公共サインシステムの考え方 

  

  行動起点 

≪主要幹線道路（市境界部）≫ 

案内拠点 

≪主要施設・駐車場等≫ 

周辺案内 

施設誘導（複数） 

○ 公共施設や主要観光資源等を案内、誘導するサインは、⾏動起点から目的地まで
の動線上における道路や道路に⾯する場所へ、相互に連携し、効率的に掲出する
ことで機能性が向上します。 

○ それぞれのサインの連携により、利⽤者が目的地までスムーズに安⼼して移動す
るための情報を提供する仕組みを「サインシステム」とします。 

 留意・検討項目  

・歩行者の案内・誘導の流れは、行動起点から目的地までの段階的な誘導にあわせ、

必要なサインを適切に配置します。 

・車両の案内・誘導の流れは、道路標識の設置基準に準じて車両系の公共サインを掲

出します。 

なお、主要な駐車場等においては、必要に応じて歩行者の案内・誘導との連携を図

ります。 

目的地（誘導施設） 

行動起点 

≪鉄道駅・主要施設等≫ 

広域案内 

周辺案内 

施設誘導 

バス乗り場案内 等 

案内拠点 

≪主要交差点付近等≫ 

周辺案内 

施設誘導（複数） 

誘導拠点 

≪誘導経路上の分岐点等≫ 

施設誘導（複数）

誘導拠点・確認誘導 

≪主要幹線道路≫ 

車両誘導･誘導の確認 

誘導拠点・確認誘導 

≪主要幹線道路≫ 

車両誘導･誘導の確認 

【 歩行者系案内・誘導の流れ 】 【 車両系案内・誘導の流れ 】 

歩行者系

との連携 
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（2）公共サイン配置の考え方 

 

 

  

○ 公共サインは、地域の道路や施設等の都市基盤の整備状況に応じて体系的に配置
し、過剰な整備を避けます。 

 留意・検討項目  

● 面的配置パターン 

行動起点から目的地までが整

然と整備された地区では、行動起

点から目的地までのアクセスに

一定の自由度を持たせるため、均

等な密度で案内・誘導情報を提供

します。 

 

 

 

 

 

 

● 線的配置パターン 

行動起点から目的地までの誘

導ルートを設定し、ルートに沿っ

た指示標識を配置し、分岐点では

案内・誘導情報を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 車両系誘導サイン配置パターン 

主要道路の市境界部を行動起

点とみなし、主要な交差点部にお

いて広域的な誘導情報を提供し

ます。 
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３．具体的事項の設定 

（1）標識の高さ・サイズ 

 

 

 

 

 

 

 

○ ｢案内サイン｣・｢誘導サイン｣・｢記名・説明サイン｣ともに無理のない視⽅角の範
囲内で設置し、外国⼈をはじめ歩⾏者・⾞いす使⽤者など全ての⼈に対して視認
性と可読性を確保します。 

○ 近距離から⾒る｢案内サイン｣の場合、⾞いす使⽤者や⼦どもが⾒やすい⾼さとし
て、地図の中⼼の⾼さを地上から 125 ㎝程度とします。 

○ 中距離から⾒る必要がある「誘導サイン」の場合、サイン本体表示⾯の下端の⾼
さを 250 ㎝以上とします。 

○「案内サイン」や｢誘導サイン｣等の⾼さやサイズなどは事前に関係機関等と調整
し、各種法規制に準拠した上で設置します。 

 説明事項  

【案内サインの掲出の高さ・幅の考え方】 

【歩行者系誘導サインの高さの考え方】 

≪通常の歩行者が移動しながら視認できる距離≫ 

≪車いす使用者が移動しながら視認できる距離≫ 

出典：「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン

（バリアフリー整備ガイドライン（旅客施設編））」 
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 留意・検討項目  

・交通エコロジー・モビリティ財団発行の｢公共交通機関旅客施設の移動円滑化整備ガ

イドライン｣等を参考にしながら、近づいて見る場合、離れて見る場合、それぞれか

ら見やすい高さ、見やすい向きとします。 

・サインの表示面の向きは、利用者の円滑な移動を妨げないよう配慮しつつ、動線と

対面する向きに掲示します。ただし、設置場所上の制約などから、動線と平行な向

きとなる場合には、延長方向から視認できる箇所に｢インフォメーションマーク（案

内サインがあることを示す目印）｣を掲出するなどの対応が必要となります。 

・案内サイン（総合案内板）における主地図作成上の留意点 

① 掲載する主地図の縮尺は、経路表示の際の線の太さなどから 1/1,000 程度とし

ます。(1/1,000 の図面を１㎞四方表示する場合、板の大きさは１ｍ四方となり

ます。) 

② 観光地の規模や状況などにより、主地図の大きさ、縮尺などを適宜工夫します。 

③ 広域地図(全域)、主地図、凡例の視認性を最優先としながら、地域の特性等に応

じて写真や図、観光資源・観光施設などの案内を付加します。 
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（2）材質・構造 

【 柱・構造体に用いられる主な材質の特徴一覧 】 

材 質 特  徴 

木 材 
・地場産の間伐材を有効活用できる 
・オイルを浸透させ耐久性と寸法安定性を向上することが可能 

再 生 木 材 
・木粉(木の繊維質)とプラスチックを有機強化材で結合したリサイクル素材 
・見た目は天然木に近い風合いでありながら天然木を超える優れた耐朽性を発

揮する 

ステンレス 
・錆びない合金鋼であるため耐食性に優れる  
・表面研磨の違い(鏡面・ヘアライン等)で様々な質感の表現が可能であり装飾

性に優れる 

アルミニウム 
・軽量でありながら耐食性に優れ、やわらかく加工しやすいため複雑な形状に

も対応可能 
・クリア塗装や合成樹脂焼付塗装等の表面仕上げが可能 

擬 石 
・都市ゴミ焼却灰や下水汚泥を高温焼成し、コンクリート材料として再資源化

した材質 

【 主な印刷方法の特徴一覧 】 

印刷方法 特  徴 耐用年数 価格帯 

高精細印刷 

・基本的な印刷方法(CMYKの４色分解)で高精細に表現可能 
・アルミ板やアルミポリエチ複合板を基板として印刷 
・退色を防ぐためUVカットフィルムをコーティングして仕

上げる 

約7年 低･中･高 

ｲ ﾝ ｸ ｼ ﾞ ｪ ｯ ﾄ 

印 刷 

・4〜6色のインクを様々な専用シートに直接印刷(精細) 
・印刷面の保護・退色防止のため屋外用高耐候性インクを

使用 
・表面に特殊UVカットフィルムコートを塗布 

約2～3年 低･中･高 

ｼ ﾙ ｸ ｽ ｸ ﾘ ｰ ﾝ 

印 刷 

・ベタ色の表現など発色が良く独特の美しさで印刷可能
(精細) 

・使用する色ごとに版が必要となり製作コストに影響する 
・退色を防ぐためUVカットフィルムをコーティングして仕

上げる 

約5年 低･中･高 

○ 歩⾏者や利⽤者の安全性の確保を第⼀義に、リスクマネジメントの観点から倒壊
などの危険性が低い材質・構造体とします。 

○ メンテナンス、更新、撤去が可能かつ容易な材質・構造体とします。 

 留意・検討項目  

・柱や構造体は、風雨などに対する耐久性や堅固性を備えた安全性の高い材質としま

す。 

・木材を使用する場合には、基本的に｢県産材｣を利用します。なお、木材を使用する

際には、腐食や衝突などに起因する倒壊の危険性などに十分配慮します。 

・木材以外の材質を選択する場合には、リサイクル・廃棄可能な材質を使用するなど

環境負荷の軽減に配慮します。 

・同一の材質であっても、どういった仕上げを選択するかによってメンテナンス性に

大きな違いが出ることから、慎重に吟味する必要があります。(例えばステンレスの

場合：ヘアライン仕上げでは酸性雨や汚れ、落書き等への対応が必要となります。) 

・情報板は太陽や照明の反射を抑える視認性に優れた見やすい材質とするとともに、

常に新しい情報を提供する観点から、掲示内容が適宜差し替え可能な様式・構造と

することが望まれます。 
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（3）地図・表記 

 

 

 

  

○ 案内サインの主地図は、国⼟地理院の地図の基準をもとに詳細な表示を避けなが
らも正確かつ⾒やすい地図とします。 

○ 現在地の表記は地図⾯の中で視認性⾼い色彩として「赤色」を使⽤します。また、
利⽤者の⾒ている⽅向がわかるよう、視線の⽅向を三角形で表記します。 

【現在地マークの使用例】 

 
 
 
 

 

○ 使⽤するピクトグラムは、｢標識令｣及び｢標準案内⽤図記号（⼀般案内⽤図記号
検討委員会）｣に準拠します。 

 留意・検討項目  

・地図には次の施設等を適宜検討のうえ掲載します。 

基本-①：道路、歩道、立体横断施設、公園等 

歩行経路の目標となる現在地、信号機、交差点名、地番地名情報等 

基本-②：交通施設(駅、鉄軌道路線、バス路線・バス停等) 

基本-③：案内所、公共(的)施設、文化施設、公衆便所、名所・旧跡、大規模宿泊施

設・商業施設・店舗等 

基本-④：エレベーター・エスカレーター等の移動円滑化施設、車椅子が円滑に通行

できる経路等 

・できるだけピクトグラム表示に努めるなど、外国人・日本人を問わず全ての人にと

ってわかりやすい案内・誘導サインとします。 

・｢標準案内用図記号｣のピクトグラムのうち、「推奨度Ｃ」のピクトグラムは原則とし

て使用しないこととします。 

・｢観光マップ｣等との連携を前提に、番号表示を用いた案内・誘導を行います。駅・

バス停・主な交差点、公共(的)施設、主な経路などに設置される｢公共サイン｣には

番号表示(①、②、③...等)を付し、別途作成される｢観光マップ｣、｢パンフレット｣

等との連携を図ります。 

・｢公共サイン｣を補完する｢観光マップ｣、｢パンフレット｣等は、観光地の特性に応じ

て様々な言語で作成・提供するとともに、必ず日本語を併記することとし、さらに

適宜更新を図ります。 
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（4）表示項目 

 

 

 

  

○  ｢総合案内サイン｣の場合、以下に示す基本構成項目を表記します。 
①案内サインの名称（地点名、地点番号などを示す。） 
②広域地図（隣接観光地の⽅向・距離感、移動⼿段等を示す。）  
③主地図（1/1,000 以上の縮尺の地図を⽤いる。）          
④凡例（主地図で表記される施設、ピクトグラム、マーク等の意味を示す。） 
⑤現在地住所 

○ ｢地域案内サイン｣には上記①、③、④、⑤を表記します。 
○ ｢誘導サイン｣には施設名称、⽅向を示す⽮印、概ねの距離、他必要に応じてピク

トグラム等を表記します。 
○ ｢記名・説明サイン｣には施設名称、解説を表記する他、必要に応じて写真や図を

掲載します。 

 留意・検討項目  

・｢公共サイン｣の形状は、市内全てを画一化・統一化するものではないが、レイアウ

トの中で｢基本構成項目｣については必ず表示することで統一感を維持します。 

・設置位置などの関係から案内サインの大きさが限られる場合には、視認性・可読性

を考慮しながら上記①〜⑤の分量やバランスなどで調整します。また、市街地や観

光地の規模や状況などにより、主地図の大きさ、縮尺などを適宜工夫します。 

・①〜⑤の可読性などに十分配慮しながら、必要に応じてその他の情報(写真・図など)

を掲載します。 

・地域案内サイン等に誘導サインやその他の情報を併設する場合には、車椅子などか

らの見上げ角度や案内サイン前に並ぶ観光客等に視点が遮られないように配慮しま

す。 

・案内サインの「基本構成項目」以外に、民間広告、市の広報、QR コード（観光情報）

等の案内誘導以外の情報を表示する。 

 説明事項  

【サインの基本構成項目・レイアウト例】 

≪総合案内サイン≫ ≪地域案内サイン≫ ≪誘導サイン≫ 

なお、支柱上部など延長方

向から視認できる箇所に

「記名サイン（地点名・地

点番号など）」を掲出する。

※上記各図解は、各サインに掲載すべき項目を表すものであり、サイン自体の形状や形態を表すものでは

ありません。 
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（5）文字の書体・大きさ 

 

 

 

 

 

 

視距離 文字高さ  設計速度 文字高さ 

30mの場合 120㎜以上  70㎞/h以上 30㎝（基準値） 

20mの場合 080㎜以上  40、50、60㎞/h 20㎝（基準値） 

10mの場合 040㎜以上  30㎞/h 10㎝（基準値） 

4〜5mの場合 020㎜以上 

1〜2mの場合 009㎜以上 

 

 

  

○ 書体は視認性や可読性に優れた、｢ゴシック系書体｣を使⽤し、日本語書体は「角
ゴシック」、英語・数字書体は「サンセリフ系書体」を基本とします。 

○ ⽂字の⼤きさは⾼齢者や障がい者などに配慮するとともに、視距離に応じた⼤き
さとします。 

 説明事項  

【文字の書体例】 

【視距離に応じた文字高さの目安】     【設計速度別文字高さの目安】 

出典：左表「公共交通機関旅客施設の移動
円滑化整備ガイドライン」 

右表「道路標準設置基準・同解説」 

 留意・検討項目  

・観光地の特性等を考慮した場合に｢明朝系書体｣の方が望ましいと判断した場合には

｢ゴシック系書体｣にこだわらなくてもよいものとします。(例えば、観光地の持つ雰

囲気の中では｢ゴシック系書体｣よりも｢明朝系書体｣の方が趣きある場合や、既設の

観光案内標識が全て｢明朝系書体｣である場合など。) 

・｢明朝系書体｣を用いる場合には、横線が細くなるため可読性を確保する必要があり

ます。 

・使用する文字の大きさ(文字高さ)の最低限度は上表より９㎜以上が望まれます。た

だし、やむを得ず上表によりがたい場合は、視距離に応じて判読可能な文字の大き

さが異なることから、視距離と文字の大きさ(文字高さ)の関係を十分考慮する必要

があります。 

・同一の市街地や観光地内においては、案内図及び解説文を除き書体の統一に努めま

す。 
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（6）言語表記 

 

 

 

  

○  ｢日本語｣及び｢英語｣による表記を基本とし、｢日本語｣表記を上に、｢英語｣表記
を下に掲示します。 

○ ⽂字の⾼さの割合は、日本語の⽂字⾼さ１に対して英語の⽂字⾼さを１以上とし
ます。 

○ ｢英語｣表記の際に英訳できない固有名詞には、｢ヘボン式ローマ字｣つづりを使⽤
します。｢ヘボン式ローマ字｣を使⽤する際の留意点や詳細については、栃⽊県発
⾏の｢外国⼈も分かりやすい表記の⼿引き｣に準拠します。 

≪外国語表記≫ 

・｢その他の外国語｣については、まずは必要となる言語毎の｢観光マップ｣、｢パンフレ

ット｣を作成するなどの対応が望まれます。 

・固有名詞のみによる｢英語｣表記には、ローマ字つづりの前後に〜 Bridge や Mt. 〜、

〜 Riv.など、外国人に対して意味が伝わる英語を補足する必要があります。 

・｢英語｣と｢日本語｣の文字数や分量などを考慮したうえで、字間や文字幅などを調整

しながら見やすくバランスの良い表示となるよう工夫します。 

 留意・検討項目  

≪日本語表記≫ 

・漢字は常用漢字を使用し、国文法、現代仮名づかいによる表記を原則とします。た

だし、地名などの固有名詞は例外とします。 

・表示内容を簡潔なものとするため、施設名称など必要に応じて簡略化します。 

・正式名称よりも地域に定着している名称（愛称、通称等）がある場合は、その名称

を使用できるものとします。 

≪外国語表記≫ 

・｢その他の外国語｣については、まずは必要となる言語毎の｢観光マップ｣、｢パンフレ

ット｣を作成するなどの対応が望まれます。 

・固有名詞のみによる｢英語｣表記には、ローマ字つづりの前後に〜 Bridge や Mt. 〜、

〜 Riv.など、外国人に対して意味が伝わる英語を補足する必要があります。 

・｢英語｣と｢日本語｣の文字数や分量などを考慮したうえで、字間や文字幅などを調整

しながら見やすくバランスの良い表示となるよう工夫します。 

 説明事項  

【「日本語」／「英語」の表記例】 

【ローマ字及び外国語の表記例】 
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（7）色彩 

 

 

 

  

 

○ 「公共サイン」で使⽤する色は、図や⽂字の色と地色の｢明度（N）｣差が明確な
ものとします。 

○ 「公共サイン」の基本は、⽊材や石材などの自然素材を⽤いる場合を除き、原則
として緑色と白色の組合せとします。 

○ 障がい者や⾼齢者で視⼒が低下した⽅に配慮し、⾒分けにくい色の組合せは⽤い
ないこととします。 

 説明事項  

【図色の明度／地色の明度 組み合わせ例】 
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【見分けにくい色の組み合わせ例】 

文字の色（図色）と背景の色（地色）に明暗の差（コントラスト）がないため、色を見分

けることができない人がいる可能性があります。文字が読みにくいまたは文字が書かれて

いることに気がつかないといった問題が起きます。 

【見分けやすい色の組み合わせ例】 

背景の色と文字の色には、はっきりとした明暗の差（コントラスト）をつけます。暗い色

の背景には明るい色を文字に使用し、明るい色の背景には暗い色を文字に使用し組み合わ

せます。 

 留意・検討項目  

・｢総合案内サイン｣等の地図に用いる色は、色数を抑えながら文字色（黒）を見にく

くしない色、退色しにくい色とします。 

・さらに、｢地図｣内の色彩は、水面は青系にするなど地勢や土地利用状況などを考慮

して違和感のない色彩を使用します。 

・観光施設や経路に関わる表示は見やすく容易に識別できるものとします。 
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（8）凡例・その他 

          

 

 

 

  

  

 

○ 凡例部には、主地図及び広域地図に掲示したピクトグラムの示す意味（施設名等）
を表示します。 

○ 広域地図には、当該観光地と隣接観光地との位置関係や⽅向が把握しやすい⾒取
り図を表示します。 

○ 案内サインの正確性や利便の向上のため⽅位及びスケール（縮尺）を表示します。 

 留意・検討項目  

・｢主地図｣の方位及び現在地の表示に関しては、設置する位置等に応じて利用者が方

向を把握しやすくなるよう工夫します。 

例えば、方位及び現在地の表示に関しては、地図標識の向きを｢地理学式（北＝上）｣

にこだわらず｢現場合わせ式｣とし、利用者が方向を把握しやすくなるよう設置位置

に応じて適宜配置します。 

・｢広域地図｣の方位の表示に関しては、地図標識の向きを「地理学式（北＝上）」とし

ます。また、「広域地図」は、隣接観光地との位置関係や方向、距離感が分かるよう

な広域的な見取り図とし、隣接観光地への移動距離や移動手段なども併せて表示す

ることにより、広域観光化や周遊化・滞在化などを促進します。 

・｢那須烏山市｣の認知度を向上させるとともに、市が設置したことがわかるように、

煩雑にならない範囲内で、「市章」や｢Nasukarasuyama City.／那須烏山市｣等を明

記します。 

【方位の表記例】          【スケール（縮尺）の表記例】   

【主地図表示のイメージ】 
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４．公共サインの整備及び維持管理の効率化 

公共サイン整備は、設置目的に応じて設置者が異なるため、形状又は表示面の統一性など、

情報の一貫性が得られないまま整備されることがありました。 

今後の公共サイン整備にあたっては、適切なプロセスによる整備及び計画段階から関係者

による調整を行うことが必要になります。 

また設置後においては、「情報の老朽化」、「表示性・視認性の低下」や「外観の劣化」など

が避けられないため、日常的なメンテナンスが重要であり、設置状況等のデータベース化な

ど必要になります。 

以上を踏まえて、公共サインの整備及び維持管理の仕組みを確立します。 

（1）公共サイン整備の流れ 

・サイン整備の流れについては、下記のフロー図に沿って企画を立案し、整備の基本方針、

「標識の高さ・サイズ」や「文字の書体・大きさ」などの具体的事項を参考に計画及び

設計を行い、設置後のサインの維持及び管理をします。 

・事業主体（所管課）が中心となって整備を進めますが、各段階において事務局及び関係

機関との調整を行います。 

 

  【公共サイン整備の流れ】 

企 画 

基本計画 

実施設計 

製作・施工 

維持・管理 

・目的・位置づけの明確化 

・設置場所・周辺環境の確認 

・配置計画の検討 

・本体デザイン・表示内容の検討 

・設置位置の詳細検討 

・本体デザイン・表示内容の詳細検討 

・実施設計を基に製作・施工 

・管理台帳の作成 

・定期的なメンテナンスの実施 

必要に応じて対応（事務局） 
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（2）デザイン面での工夫 

・公共サインのベースに自然素材を用いる場合は、金属板を被せることで、情報更新時に

は金属板のみを取り替えることだけで済みます。 

・誘導案内板の場合、情報面を短冊形（分割パネル）とすることで、部分的な情報更新に

も対応できます。 

 

（3）公共サインのデータベース化 

・公共サインのデータベース化により、設置位置や時期などの情報により、「定期メンテナ

ンス」や「情報の更新」などを適正かつ効率的に行います。 

・公共サインを適切に維持管理するため、「那須烏山市公共サイン管理台帳」を作成し、新

たに設置する場合は、該当事項を記載し、データベース化を図ります。 

 

（4）地域住民との協働 

・地域住民が主体となった組織や地域住民等との協働により、公共サインのメンテナンス

や老朽箇所の連絡など、効率的な維持管理を行います。 
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【那須烏山市公共サイン管理台帳（案）】 
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５．標準デザインの提案 

（1）車両系公共サイン 

①誘導案内サイン 

 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に萌葱色 

方面指示（矢印）：白地に萌葱色 
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②施設誘導サイン 

 

  

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に萌葱色 

方面指示（矢印）：白地に萌葱色 
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（2）歩行者系公共サイン 

①総合案内サイン 

 

 

  公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピクトグラム：白地に萌葱色 
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②案内サイン 

 

 

  
公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピクトグラム：白地に萌葱色 
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③誘導サイン 

 

 

 

 

 

  

公共サインベース：萌葱色 

文      字：白地に萌葱色 

ピクトグラム：萌葱色地に白抜き 

方面指示（矢印）：萌葱色地に白抜き 
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④その他の誘導サイン（電柱・街路灯活用） 

 

 

 

 

 

 

  ※まちなか観光マップの各観光ルートの施設番号及び色と連動 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：白地に萌葱色 

方面指示（矢印）：白地に萌葱色 

位 置 番 号：萌葱色地に白抜き 

施 設 番 号 ※：各観光ルート色地に白抜き 
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⑤説明サイン 

 

 

 

 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪参考資料≫ 

１．標準案内用図記号 

２．カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット 

３．標準デザイン案検討資料 
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１．標準案内用図記号 

 

 

  

〔
公

共

・

一
般

施

設

〕 
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〔
公

共

・

一
般

施

設

〕 
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〔
公

共

・

一
般

施

設

〕 

 



那須烏山市公共サイン計画  

36 

 

 

 

 

  

〔
交

通

施

設

〕 
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〔
商

業

施

設

〕 
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〔
観

光

・
文

化

・
ス
ポ

ー

ツ

施

設

〕 
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〔
安

全

〕 

〔
禁

止

〕 
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〔
禁

止

〕 

〔
注

意

〕 
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〔
指

示

〕 

 



那須烏山市公共サイン計画  

42 

（『カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット ガイドブック』より抜粋） 

２．カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット 

 

 

遺伝子の特性の違いや、緑内障などの網膜の病気、白内障などのために、一部の色の組合せを区

別しにくく不便に感じる人が日本に数百万人います。公共施設の案内表示・工業製品・情報機器・

印刷物・報道・教科書などのカラー化が進み、色を活用した情報伝達においてどのような色覚の人

にも分かりやすく伝えることへのニーズが高まっています。それぞれの色覚ごとにどのような色が

見分けにくいかは視覚神経科学の分野で研究されてきましたが、色をどのように調整すれば区別し

やすい配色になるのかに関する研究は、これまでほとんどありませんでした。そこで様々な色覚特

性の当事者による検証と調整を重ねて、どのような色覚の人にも比較的見分けやすい実用的な配色

セットを策定しました。塗料・塗装業界と印刷業界、デザイン業界、それぞれの分野で普及を図っ

ています。 

 

 

 色名を想起しやすいこと  

人は、赤・オレンジ・黄・緑・青・紫・ピンク・茶色・ベージュ・クリームなどの「色名」

を使ってコミュニケーションします。実用性を考え、色名を表現しにくい微妙な中間色ではな

く、色名を表現しやすい色調から選びました。 

 

 塗装・印刷・画面で再現可能な色の範囲に収まっていること  

人が眼で知覚できる色の中で、塗料や印刷、デジタル機器の画面で表現できる色は範囲が限

られています。この範囲を超えた色は、理論的には見分けやすくても実用上意味がありません。

本配色セットの色は、それぞれで再現可能な範囲の色から選定しています。 

 

 塗装用・印刷用・画面用で共通した色名で呼べること  

案内やサインは、塗装された現物だけでなく、印刷物や画面でも提供される場合があります。

用いられた色が同じような色として感じられ、共通した色名で呼び合うことができます。 

 

 実用的で分かりやすい方法で色を指定できること  

見分けやすい配色を指定する際は、色を扱う現場の人にとって分かりやすく、簡単に色を選

択できる方法が必要です。そのため、本配色セットでは塗装分野の色指定で使用されている「Ｊ

ＰＭＡ塗料用標準色」、一般的なプロセスカラーの印刷物の色指定に使用されている「ＣＭＹＫ

値」、画面やモニターなどの色指定に使用されている「ＲＧＢ値」の３種類の色彩値を設定して

います。 

  

概 要 

特 徴 
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「カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット」は、文字やサインなど、比較的小さい面積で

も見分けやすい高彩度のアクセントカラー９色、案内図や地図の塗り分けなど広い面積に用いる

高明度・低彩度のベースカラー７色と、これらの色と誤認しにくい無彩色４色の合計２０色（塗

装用のみ代替色２色を含む２２色）のカラーパレットです。塗装色・印刷色・画面での表示色に

おいて、情報を色分けして伝えるときにご使用ください。 

 

 

 

  

 

カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット ver.3 
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３．標準デザイン案検討資料 

■ 公共サイン配色例（緑系） ■ 
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（１）車両系公共サイン：誘導案内サイン 

 

     

 

 

  

【案１】 【案２】 【案３】 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に萌葱色 

方面指示（矢印）：白地に萌葱色 

公共サインベース：深緑 

文      字：深緑地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に深緑 

方面指示（矢印）：白地に深緑 

公共サインベース：苔色 

文      字：苔色地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に苔色 

方面指示（矢印）：白地に苔色 
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（２）車両系公共サイン：施設誘導サイン 

 

     

 

 

  

【案１】 【案２】 【案３】 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に萌葱色 

方面指示（矢印）：白地に萌葱色 

公共サインベース：深緑 

文      字：深緑地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に深緑 

方面指示（矢印）：白地に深緑 

公共サインベース：苔色 

文      字：苔色地に白抜き 

ピ ク ト グ ラ ム：白地に苔色 

方面指示（矢印）：白地に苔色 
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（３）歩行者系公共サイン：総合案内サイン 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【案１】 【案２】 

【案３】 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピクトグラム：白地に萌葱色 

公共サインベース：深緑 

文      字：深緑地に白抜き 

ピクトグラム：白地に深緑 

公共サインベース：苔色 

文      字：苔色地に白抜き 

ピクトグラム：白地に苔色 
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（４）歩行者系公共サイン：案内サイン 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【案１】 【案２】 

【案３】 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

ピクトグラム：白地に萌葱色 

公共サインベース：深緑 

文      字：深緑地に白抜き 

ピクトグラム：白地に深緑 

公共サインベース：苔色 

文      字：苔色地に白抜き 

ピクトグラム：白地に苔色 
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（５）歩行者系公共サイン：誘導サイン（矢羽式） 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

【案１】 【案２】 【案３】 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：白地に萌葱色 

ピクトグラム：萌葱色地に白抜き 

公共サインベース：深緑 

文      字：白地に深緑 

ピクトグラム：深緑地に白抜き 

公共サインベース：苔色 

文      字：白地に苔色 

ピクトグラム：苔色地に白抜き 
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（６）歩行者系公共サイン：その他の誘導サイン（電柱等活用） 

 

 

 

 

 

  

【案１】 【案２】 【案３】 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：白地に萌葱色 

方面指示（矢印）：白地に萌葱色 

位 置 番 号：萌葱色地に白抜き 

施 設 番 号 ※：各観光ルート色地に白抜き 

 

公共サインベース：深緑 

文      字：白地に深緑 

方面指示（矢印）：白地に深緑 

位 置 番 号：深緑地に白抜き 

施 設 番 号 ※：各観光ルート色地に白抜き 

 

公共サインベース：苔色 

文      字：白地に苔色 

方面指示（矢印）：白地に苔色 

位 置 番 号：苔色地に白抜き 

施 設 番 号 ※：各観光ルート色地に白抜き 

 
※まちなか観光マップの各観光ルートの施設番号及び色と連動 
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（７）歩行者系公共サイン：説明サイン 

 

         

 

 

 

 

 

【案１】 【案２】 

【案３】 

公共サインベース：萌葱色 

文      字：萌葱色地に白抜き 

公共サインベース：深緑 

文      字：深緑地に白抜き 

公共サインベース：苔色 

文      字：苔色地に白抜き 




